
２６

５ あきる野市の自殺対策に向けた課題と対策

（1）自殺対策に係る課題

自殺の現状を踏まえ、対応すべき課題は、以下のように取りまとめられます。

現状・特徴等 課題

①これまでの自殺の状況

・市の自殺者は、年間１５名前後で推移

している。

・自殺死亡率（人口10万人あたりの自

殺者数）は都と同程度となっている。

・自殺者数は、男性が、女性の２倍以上

になっている。また、若年層から高齢

層にかけて自殺者が発生している。

〇幅広い世代にわたって自殺者がいる

ことから、全世代への支援を基本に世

代ごとのライフステージにも合わせ

た対策が必要になる。

②自殺の原因とされるもの

・「地域における自殺の基礎資料」によ

る自殺の原因は、健康問題、家庭問題、

経済・生活問題、勤務問題、学校問題、

男女問題など。

・「地域自殺実態プロファイル」の重点

パッケージにおいても「勤務・経営」

「高齢者」「生活困窮者」があげられ

ている。

〇家庭問題、経済・生活問題、勤務問題

などへのサポート体制が必要になる

〇心身の疲労や負担感等で追い込まれ

ることを防ぐことが必要になる。

〇仕事と生活の調和を図ることが必要

となる。

③自殺における高齢者との関係性

・「地域自殺実態プロファイル」の重点

パッケージに「高齢者」が上がってい

る。（再掲）。

・庁内の各種調査結果から高齢者世代

においては健康や生活に不安を持つ

方が多い。

〇健康問題や介護問題、将来への不安、

家族への負担感など高齢期において

増加する問題や発生する問題の解決

が必要となる。

④自殺における同居と独居の状況

・同居と独居の場合の自殺者を比較す

ると同居が多くなっている。

〇地域のネットワークを生かした普及

啓発や、自殺予防に向けたゲートキー

パーの養成など人材育成を行い、自殺

対策は社会的な取り組みとして進め

ていくことか必要となる。

⑤若年層の自殺

・若い世代の死亡原因の１位は自殺と

なっている。

・学生若年層から自殺が現れる傾向が

ある。

〇学校や家庭の問題、男女間の問題な

ど、学生や社会人となる世代から自殺

者が発生してくるため、若者が抱える

問題の解決が必要となる。
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（2）課題に基づく対策の展開に向けて

前項で示した課題から方向性と展開は、以下のように展開します。

対策の方向性 対策の展開

□自殺対策に関連する既存の組織や

団体等の理解と協力

□幅広い世代で自殺を防ぐ支援の推進

□自殺の現状や生きることへの支援

の必要性を理解する市民の増加

□誰もが相談でき適切な機関やサー

ビス等につなげられる取組みの推進

◇地域におけるネットワークの

強化

・自殺を防ぐネットワーク網の

充実

・孤立を防ぐ取組みの強化

□健康づくりを支援する取組の推進

□周囲が気づき支援していく取組み

の推進

◎専門機関への相談や医療につなげ

る支援の推進

◇自殺対策を支える人材の育成

・職員の自殺防止スキル向上

・関係機関職員の自殺防止スキル

向上

・市民の自殺防止スキル向上

□地域の見守り、健康づくり活動、介

護予防の取組などの支えあいの強化

□高齢者が安心して暮らせる地域の

つながりづくり

◇市民への周知啓発と体制の充

実

・周知活動と体制の充実

・自殺問題への取組み

□自殺対策を理解し支援できる市民

の増加

□自死遺族や自殺未遂者の家族の支

援と啓発

□困ったときには誰もが相談しやす

い、互いに助け合える地域づくり

◇一人ひとりが安心して生きる

ことへの支援

・子育て・女性支援の充実

・ひとり親家庭への支援、ＤＶ対

策強化

・経済的な支援の充実

・障害者等への支援の充実

・働く市民の雇用・労働環境の向上

・自殺をしない・させない環境の

整備

□家庭問題や就学就労などのサポー

ト強化による子供の世代や若者へ

の支援

□悩みを抱えこまないように相談す

ることの大切さを身に着けさせる

取組みの推進

◇児童生徒のＳＯＳの出し方に

関する教育

・教育現場での自殺対策活動の充実

・学校と家庭の連携
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